
治療と仕事の両立支援にかかる企業向けリーフレットについて 

 
１ 経 緯 

令和元年度の当部会において、企業向け及び患者向けにリーフレットを作成することとなった。 

患者向けリーフレットについては、平成２８年度に作成した「がんと診断されてもすぐに仕事を

辞めないで！」のリーフレットを令和２年度版に更新して作成し配布した。 

企業向けリーフレットについては、令和３年度の部会で事務局案を審議し、委員の意見を  

踏まえて、以下のとおり事務局案の修正を行った。 

 

２ 昨年度の部会での委員の意見及び事務局案（別紙）での対応 

委員の意見 事務局案での対応 

① デザインの作り込みも大事。 

たくさんの資料を色々渡される中で、直感的

に目を止め、手に取って読もうという気持ちに

なるようなデザインを要検討。 

⚫ イラストの多用、字体や色調の工夫により、明るく柔らかい 

雰囲気のデザインに変更。 

⚫ 就労調査の欄については、「就労に関する実態調査」という

表現にし、グラフを目立つように改善。 

② 事業者向けのメッセージと、労働者側の権利

が混在しており、少し分かりづらい。 

⚫ 同じ枠内にあった「事業者のみなさまへ」と「治療を受けな

がら仕事を続けるために」のうち、「事業者のみなさまへ」に

ついては表紙の下部に移動した。 

⚫ 取組事例の部分は、「企業の取組事例」と「千葉県産業保

健総合支援センターから企業への提案事例」とし、取組事

例 と企業への提案事例を記載した。 

③ 「働いている方の７割」が誰のことを指してい

るのかわかりにくい。 

雇用者向けだとしたら「治療を受けながら仕

事を続けるために」 以下の部分はそぐわな

い。 

⚫ 「がんと診断された時に働いていた方の７割」と表現を改

めた。 

⚫ 同じ枠内にあった「事業者のみなさまへ」と「治療を受け

ながら仕事を続けるために」のうち、「事業者のみなさま

へ」については表紙の下部に移動した。 

④ 「復職・就労継続支援・・・」の説明で、「がん

なび」について記載されているが、これだけ

では「がんなび」が何なのかわからない。 

⚫ がんなびに関しては、「千葉県がん情報ちばがんなび」と

し、ＵＲＬを追加。 

⚫ また、二次元コードについては、「千葉県がん情報ちばがん

なび就労支援ページへ」と明記。 

⑤ 取組事例の１つに、情報提供依頼書の成功

事案を入れても良いのではないか。 

⚫ リーフレットに記載可能な事例が見つからなかったため、今

後の課題としたい。 

 

３ 今後のスケジュール（案） 

 令和５年２月９日 事務局案を当部会で審議  

２月２４日頃 印刷発注 

３月２４日頃  印刷完了・完成 

３月２７日頃 関係機関（拠点病院、協力病院、労働局、ﾊﾛｰﾜｰｸ等）へ配布 
  

資料１

令和５年２月９日（木）

がん対策審議会

がんとの共生推進部会


